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【手続補正書】
【提出日】平成21年12月22日(2009.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　部材を複数の支持体により支持する部材支持装置であって、
　磁石の磁力により、前記複数の支持体を支持方向に平行な双方向に摺動可能に保持する
保持体と、
　前記保持体を前記支持方向に移動させることにより、前記複数の支持体それぞれの端部
を前記部材に当接させる駆動手段と、
　前記駆動手段により、前記複数の支持体それぞれの端部が前記部材に当接し、前記部材
の支持される面の凹凸に従った位置にある状態で、前記複数の支持体の位置を固定するこ
とで、前記複数の支持体の前記支持方向に平行な双方向への移動を制限する固定手段と、
　前記複数の支持体それぞれの一部と接する電気粘性流体に所定の電圧を印加することで
前記複数の支持体それぞれの一部と前記電気粘性流体との間の摩擦抵抗を生じさせる電圧
印加手段とを備え、
　前記固定手段は、前記電気粘性流体を有し、前記摩擦抵抗により前記複数の支持体の位
置を固定する
　部材支持装置。
【請求項２】
　前記駆動手段は、前記保持体を前記支持方向に移動させることで前記複数の支持体を同
時に移動させ、前記複数の支持体それぞれの端部が前記部材に当接した状態で、前記保持
体の移動を停止し、
　前記複数の支持体のそれぞれは、自身の端部が前記部材に当接し、前記保持体が前記支
持方向に移動している間は、前記保持体に対して前記支持方向と反対方向に摺動しながら
前記保持体に保持され、
　前記固定手段は、前記駆動手段により前記部材に当接された前記複数の支持体が前記保
持体に対して静止している状態で、前記複数の支持体それぞれの前記保持体に対する位置
を固定する
　請求項１記載の部材支持装置。
【請求項３】
　前記固定手段は、前記保持体に備えられており、前記複数の支持体それぞれの側面に前
記支持方向と平行ではない方向の力を与えることにより前記複数の支持体の位置を固定す
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る
　請求項２記載の部材支持装置。
【請求項４】
　前記保持体は、前記複数の支持体が、前記固定手段を備える固定体を貫通した状態で、
前記複数の支持体を前記磁力により保持し、
　前記駆動手段は、前記保持体とともに前記固定体を移動させ、または、前記複数の支持
体を前記固定体に対して摺動させながら前記保持体を移動させ、
　前記固定手段は、前記複数の支持体それぞれの側面に前記支持方向と平行ではない方向
の力を与えることにより前記複数の支持体の位置を固定する
　請求項２記載の部材支持装置。
【請求項５】
　さらに、前記保持体と前記駆動手段を介して連結された基台を備え、
　前記駆動手段は、前記保持体を前記基台から遠ざける方向に移動させることで、前記複
数の支持体それぞれの端部を前記部材に当接させ、
　前記固定手段は、前記基台に設けられており、前記複数の支持体それぞれの前記保持体
から前記基台側に突出した部分に前記支持方向と平行ではない方向の力を与えることによ
り前記複数の支持体の位置を固定する
　請求項２記載の部材支持装置。
【請求項６】
　さらに、
　前記部材の大きさに関する情報を取得する取得手段と、
　取得された前記部材の大きさに関する情報に基づき、複数の支持体の中から、前記部材
の支持される面と対向する位置に設けられた複数の支持体を選択する選択手段とを備え、
　前記固定手段はさらに、前記駆動手段による前記保持体の移動の前に、前記選択手段に
より選択されなかった１以上の支持体の位置を固定し、
　前記駆動手段は、前記固定手段により位置を固定された１以上の支持体を前記保持体に
対して摺動させながら、前記選択手段により選択された複数の支持体を前記支持方向に移
動させる
　請求項４または５記載の部材支持装置。
【請求項７】
　さらに、
　前記部材の支持される面の強度に関する情報を取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された情報に基づき、複数の支持体の中から、前記部材の支持
される面の所定の強度以下の強度である部分と対向する位置に設けられた１以上の支持体
を選択する選択手段とを備え、
　前記固定手段はさらに、前記駆動手段による前記保持体の移動の前に、前記選択手段に
より選択された１以上の支持体の位置を固定し、
　前記駆動手段は、前記固定手段により位置を固定された１以上の支持体を前記保持体に
対して摺動させながら、前記選択ステップにおいて選択されなかった複数の支持体を前記
支持方向に移動させる
　請求項４または５記載の部材支持装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の部材支持装置を備え、前記部材である基板に部品
を実装する部品実装機であって、
　前記固定手段により前記複数の支持体の位置が固定された状態で、前記基板を挟んで前
記複数の支持体とは反対側から前記基板に部品を実装する実装手段を備える
　部品実装機。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の部材支持装置を備え、前記部材である基板に導電
性ペーストを印刷する印刷機であって、
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　前記固定手段により前記複数の支持体の位置が固定された状態で、前記基板を挟んで前
記複数の支持体とは反対側から前記基板に前記導電性ペーストを印刷する印刷手段を備え
る
　印刷機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】部材支持装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、工業製品を構成する部材に部品の実装等の作業を行う際に部材を支持する部
材支持装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　本発明は、これらの上記従来の課題を考慮し、基板等の部材に対して部品の実装等の作
業が行われる際、部材の支持される面の凹凸形状に依存することなく、これら作業を精度
よく確実に行わせるための部材支持装置を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　上記目的を達成するために、本発明の部材支持装置は、部材を複数の支持体により支持
する部材支持装置であって、磁石の磁力により、前記複数の支持体を支持方向に平行な双
方向に摺動可能に保持する保持体と、前記保持体を前記支持方向に移動させることにより
、前記複数の支持体それぞれの端部を前記部材に当接させる駆動手段と、前記駆動手段に
より、前記複数の支持体それぞれの端部が前記部材に当接し、前記部材の支持される面の
凹凸に従った位置にある状態で、前記複数の支持体の位置を固定することで、前記複数の
支持体の前記支持方向に平行な双方向への移動を制限する固定手段と、前記複数の支持体
それぞれの一部と接する電気粘性流体に所定の電圧を印加することで前記複数の支持体そ
れぞれの一部と前記電気粘性流体との間の摩擦抵抗を生じさせる電圧印加手段とを備え、
前記固定手段は、前記電気粘性流体を有し、前記摩擦抵抗により前記複数の支持体の位置
を固定する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
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　このように、本発明の部材支持装置は、摺動が可能であるような保持力を有する磁力に
より保持している保持体を部材の方向に移動させる。さらに、それぞれの支持体の端部が
部材の凹凸に沿って当接している状態で固定する。この固定により、支持体は支持方向に
平行な双方向への移動を制限される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　このような場合であっても、本発明の部材支持装置によれば、支持体が部材に当接した
ときの支持体の支持方向における位置に関係なく、支持側と反対側から部材に加えられる
力に抗して部材を支持することができる。また、弾性体の反発力によって支持する従来の
方法とは異なり、部材に不要な力を与えることなく支持することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　従って、本発明の部材支持装置によれば、支持対象の部材の大小および形状に関係なく
、部材を安定的に正しい姿勢を保つように支持することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　また、各支持体の保持に磁石を用いるため、例えば、磁力源として永久磁石を使用する
場合、その種類、大きさ、形状、数、および磁力線の向き等を変更することで、支持体に
対する保持力の調整が可能である。つまり支持対象の部材の強度および支持体の質量等に
応じた、部材の安全な保持に最適な保持力を容易に作り出すことができる。
　また、電気粘性流体を利用して支持体の位置を固定する方法を採用することにより、例
えば固定手段をコンパクトなものとすることができる。
　なお、上記の「電気粘性流体」には、ゲル化された電気粘性流体であるゲル構造電気粘
性流体も含まれる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　このように、本発明は、部材の支持される面の凹凸形状に依存することなく、部材に対
する作業を精度よくかつ確実に行わせるための部材支持装置を提供することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
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　また、前記駆動手段は、前記保持体を前記支持方向に移動させることで前記複数の支持
体を同時に移動させ、前記複数の支持体それぞれの端部が前記部材に当接した状態で、前
記保持体の移動を停止し、前記複数の支持体のそれぞれは、自身の端部が前記部材に当接
し、前記保持体が前記支持方向に移動している間は、前記保持体に対して前記支持方向と
反対方向に摺動しながら前記保持体に保持され、前記固定手段は、前記駆動手段により前
記部材に当接された前記複数の支持体が前記保持体に対して静止している状態で、前記複
数の支持体それぞれの前記保持体に対する位置を固定するとしてもよい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　また、前記固定手段は、前記保持体に備えられており、前記複数の支持体それぞれの側
面に前記支持方向と平行ではない方向の力を与えることにより前記複数の支持体の位置を
固定するとしてもよい。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　この場合、例えば本発明の部材支持装置の構造を簡素なものとすることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　また、前記保持体は、前記複数の支持体が、前記固定手段を備える固定体を貫通した状
態で、前記複数の支持体を前記磁力により保持し、前記駆動手段は、前記保持体とともに
前記固定体を移動させ、または、前記複数の支持体を前記固定体に対して摺動させながら
前記保持体を移動させ、前記固定手段は、前記複数の支持体それぞれの側面に前記支持方
向と平行ではない方向の力を与えることにより前記複数の支持体の位置を固定するとして
もよい。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　また、さらに、前記保持体と前記駆動手段を介して連結された基台を備え、前記駆動手
段は、前記保持体を前記基台から遠ざける方向に移動させることで、前記複数の支持体そ
れぞれの端部を前記部材に当接させ、前記固定手段は、前記基台に設けられており、前記
複数の支持体それぞれの前記保持体から前記基台側に突出した部分に前記支持方向と平行
ではない方向の力を与えることにより前記複数の支持体の位置を固定するとしてもよい。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００５４】
　また、固定手段が固定体または基台に備えられている場合の部材支持装置は、さらに、
前記部材の大きさに関する情報を取得する取得手段と、取得された前記部材の大きさに関
する情報に基づき、複数の支持体の中から、前記部材の支持される面と対向する位置に設
けられた複数の支持体を選択する選択手段とを備え、前記固定手段はさらに、前記駆動手
段による前記保持体の移動の前に、前記選択手段により選択されなかった１以上の支持体
の位置を固定し、前記駆動手段は、前記固定手段により位置を固定された１以上の支持体
を前記保持体に対して摺動させながら、前記選択手段により選択された複数の支持体を前
記支持方向に移動させるとしてもよい。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　また、前記部材は、搬送レールにより、前記保持体と対向する位置に搬送されてくるも
のであり、前記取得手段は、前記部材の大きさに関する情報として、前記搬送レールの幅
に関する幅情報を取得するとしてもよい。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　このように、部材の支持に不要な支持体を移動させず、支持に必要な支持体のみを支持
方向に移動させることができる。これにより、本発明の部材支持装置を、部品実装機等の
装置に備えた場合、例えば、当該装置の構成部に支持体が接触することを防ぐことができ
る。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　また、固定手段が固定体または基台に備えられている場合の部材支持装置は、さらに、
前記部材の支持される面の強度に関する情報を取得する取得手段と、前記取得手段により
取得された情報に基づき、複数の支持体の中から、前記部材の支持される面の所定の強度
以下の強度である部分と対向する位置に設けられた１以上の支持体を選択する選択手段と
を備え、前記固定手段はさらに、前記駆動手段による前記保持体の移動の前に、前記選択
手段により選択された１以上の支持体の位置を固定し、前記駆動手段は、前記固定手段に
より位置を固定された１以上の支持体を前記保持体に対して摺動させながら、前記選択ス
テップにおいて選択されなかった複数の支持体を前記支持方向に移動させるとしてもよい
。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
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　また、さらに、前記固定手段に所定の電圧を印加して前記複数の支持体を帯電させるこ
とで、前記固定手段と前記複数の支持体それぞれとの間に互いに引き合う静電気力を発生
させる電圧印加手段を備え、前記固定手段は、前記静電気力により前記複数の支持体の位
置を固定するとしてもよい。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　また、前記所定の電圧は直流電圧であり、前記部材支持装置はさらに、前記前記複数の
支持体それぞれの位置が固定された後に、前記所定の電圧とは正負が逆である所定の直流
電圧、または、所定の交流電圧を前記固定手段に印加して前記複数の支持体の帯電を中和
することで、前記複数の支持体それぞれの位置の固定を解除する除電手段を備えるとして
もよい。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　また、本発明の部品実装方法は、本発明の部材支持装置により支持されている基板に部
品を実装する方法として実現される。また、本発明の印刷方法は、本発明の部材支持装置
により支持されている基板に導電性ペーストを印刷する方法として実現される。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　これら、部品実装方法および印刷方法は、本発明の部材支持装置を採用しているため、
作業対象の基板の裏面に部品が実装されている場合など、基板の裏面に凹凸がある場合で
あっても、基板を安定的に支持することができる。そのため、基板に対して部品の実装ま
たは導電性ペーストの印刷を精度よくかつ効率的に行うことができる。
【手続補正２７】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　このような、全部または一部に柔軟性を有する基板を支持する際、不用意に基板に力を
与えると基板および基板に実装されている部品に損傷を与え易い。しかしながら、本発明
の部材支持装置は、基板に支持体を当接させた後、支持体の移動を制限する。つまり、支
持体は基板に付勢力を与えず、かつ、基板対する部品実装等の作業の際に基板に掛けられ
る力に抗することができる。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　また、本発明は、本発明の部材支持装置の特徴的な構成部によって実行される処理ステ
ップを含む部材支持方法として実現することができる。また、本発明の部材支持装置を備
える部品実装機および印刷機として実現することができる。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　本発明の部材支持装置によれば、部品の実装や液剤の塗布などの作業の対象となる部材
を支持する際、不要な力を与えることなく、安定的に支持することができる。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　従って、本発明は、基板等の部材に対して部品の実装等の作業が行われる際、部材の支
持される面の凹凸形状に依存することなく、これら作業を精度よく確実に行わせるための
部材支持装置を提供することができる。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　基板支持装置１を備える部品実装機では、基板２０が基板支持装置１により下方から支
持されることにより、基板２０の上方から部品を実装することができる。基板２０は、裏
面に部品が実装されている場合はその部品も含み、本発明の部材支持装置における部材の
一例である。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００８４】
　昇降軸４はサポートピン３と接続された棒体である。具体的には、昇降軸４は、磁石に
吸着する磁性体で作製されており、例えば鉄製である。また、サポートピン３と昇降軸４
とにより、本発明の部材支持装置における支持体が実現される。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　なお、本実施の形態における固定部１２および後述する固定部１２ｂ等の固定部のそれ
ぞれは本発明の部材支持装置における固定手段の一例である。これら固定部１２等のそれ
ぞれまたは全体が１つの固定手段として機能する。
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